
１ 　 第 7 8 2 7 号 　 2 0 2 6 年 （ 令 和 ８ 年 ） ３ 月 ７ 日 ㈯

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

数 が 少 な く 、 警 戒 心 も 強 いた め ヨ シ の 茂 る 水 辺 に 潜み 、 な か な か お 目 に か か れま せ ん 。 オ ス は 縞 模 様 に 加え て 太 い 白 眉 が 特 徴 的 で すが 、 観 察 の 難 し さ か ら 知 名度 は 魚 に 軍 配 が 上 が る の も納 得 で す 。 当 園 で は ３ 〜 ４月 と ９ 〜

1 0月 に 時 々 飛 来 し

ま す 。 注 意 し て 探 し て み てく だ さ い 。

　
魚 を 連 想 す る 方 が 多 い

と 思 い ま す が カ モ の 一種 。 名 前 は オ ス の 肩 か ら伸 び る 青 白 色 と 黒 色 の 縞模 様 と 、 味 が 良 く 食 用 にさ れ た こ と が 由 来 で す 。　
カ モ 類 の 多 く は 冬 鳥 で

す が 、 シ マ ア ジ は ユ ー ラシ ア 大 陸 北 部 で 繁 殖 し 、冬 は 亜 熱 帯 〜 熱 帯 で 過 ごす た め 国 内 で は 春 と 秋 の渡 り 途 中 に 見 ら れ ま す 。時 期 が 限 ら れ る 上 に 飛 来
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シ マ ア ジ

カ モ 目 　 カ モ 科
［ 全 長 ］ 　 4 0 c m
［ 時 期 ］ 　 春 と 秋 の 渡 り の 時 期 に 見 ら れ る 旅 鳥

新 光 産 業 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園�

寺 本

　
明 広

目 に は 社 会 保 険 労 務 士 の原 田 彬 氏 も 参 加　
配 信 は

1 8日  （ 水 ）  ま で 。

申 し 込 み は フ ォ ー ム （ 二次 元 コ ー ド か ら ） で 。 問い 合 わ せ は 、 同 商 議 所 広域 ビ ジ ネ ス サ ポ ー ト セ ンタ ー （

☎
０ ８ ３

－

９ ７ ２

－

０ ０ ７ ５ ） へ 。 個 別 の
無 料 「 Ｉ Ｔ ・ デ ジ タ ル 導入 相 談 会 」 へ の 申 し 込 み

の 時 間 は 約

9 0分 で 、  「 当

日 予 定 が 合 わ な か っ た 人や 、 参 加 し た 人 の 復 習に 、 ぜ ひ 活 用 し て ほ しい 」 と 視 聴 を 呼 び 掛 け てい る 。 講 座 名 と 講 師 は 次の 通 り 。　
「 デ ジ タ ル × 業 務 効 率

化 」  ・ 伊 藤 勝 彦 氏 （ シ ンプ ル シ ス テ ム ） ▽ 「 公 式Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ア カ ウ ン ト 」  ・伊 藤 勝 彦 氏 ▽ 「 デ ジ タ ル× 実 戦 的 販 促 」  ・ 村 田 良輔 氏 （ ス ワ ー ク ス ） ※ ４回 構 成 の セ ミ ナ ー 。 ４ 回

　
山 口

商 工 会議所は 、 今年 度 開催 し た「 デ ジタ ル 化セ ミ ナー 」 の動 画 を無 料 限定 配 信中 。　
１ 本

当 た り

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

も 、 電 話で 受 付中 。

　
今 回 で

1 7回 目 と な る

「 萩 の 真 ふ ぐ 祭 り 」 が 、
県 漁 協 萩 地 方 卸 売 市 場と 、 隣 接 す る 道 の 駅 「 萩し ー ま ー と 」  （ 萩 市 椿東 、

☎
０ ８ ３ ８

－

２ ４

－
４ ９ ３ ７ ） で 、 あ す ８ 日に 開 か れ る 。 時 間 は 、 午前

1 0時 か ら 午 後 ４ 時 ま で

で 、 雨 天 決 行 。　 「 真 フ グ 」 は 、 ト ラ フグ に 勝 る と も 劣 ら な い 味覚 で 「 フ グ の 女 王 」 と も呼 ば れ て い る 。 ２ 月 か ら

４ 月 が 漁 の 最 盛 期 で 、 萩市 の は え 縄 船 団 が 中 心 に水 揚 げ 。 こ の 催 し は 、 天然 の 旬 の 真 フ グ を 存 分 に味 わ っ て も ら お う と 開 かれ て い る 。　
真 フ グ の 刺 し 身 ・ み が

き ・ ぶ つ 切 り の 特 売 は 午前

1 0時

1 5分 に ス タ ー ト 。

さ ら に 、 真 ふ ぐ 鍋 、 炊 き込 み ご 飯 、 握 り 寿 司 の 販売 や 「 真 ふ ぐ 重 量 あ て クイ ズ 」  （ 参 加 は 正 午 ご ろま で ） 等 が あ る 。

山 口 商 議 所 が 動 画 を 無 料 配 信
「 デ ジ タ ル 化 セ ミ ナ ー 」 ３ 講 座

～

1 8日

あ す 天 然 の 旬 の 真 フ グ を 味 わ え る「 萩 の 真 ふ ぐ 祭 り 」
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Ｑ . 心 不 全 に な ら な い ため に は 、 ど ん な こ と に 気を 付 け る と い い で す か ？Ａ .

心 不 全 は 、 心 臓 が 体

に 必 要 な 血 液 を 十 分 に 送れ な く な る 状 態 で す 。 高血 圧 や 心 臓 病 が 背 景 に ある こ と が 多 く 、 日 々 の 生活 習 慣 が 予 防 の 大 切 な 鍵に な り ま す 。　
ま ず 意 識 し て ほ し い の

は 、 血 圧 管 理 と 塩 分 の とり 過 ぎ を 避 け る こ と 。 減塩 は 心 臓 の 負 担 を 軽 く しま す 。　
次 に 、 適 度 な 運 動 。 息

が 弾 む 程 度 の 散 歩 を 無 理な く 続 け る こ と が 効 果 的で す 。 ２ 月 後 半 か ら ３ 月に か け て は 、 寒 暖 差 が 大き く な り ま す 。 寒 い 朝 は血 圧 が 上 が り や す い ため 、 起 床 後 す ぐ の 外 出 を控 え 、 室 内 を 暖 か く し てか ら 動 く よ う に し ま し ょう 。 空 気 が 乾 燥 し 、 風 邪や 感 染 症 に か か り や す い時 期 で す 。 感 染 症 は 心 臓に 負 担 を か け る た め 、 手洗 い 、 手 指 消 毒 、 十 分 な睡 眠 な ど の 感 染 対 策 と 、体 調 不 良 時 に は 早 め に 受診 す る こ と が 大 切 で す 。　
息 切 れ 、 む く み 、 急 な

体 重 増 加 な ど 、 い つ も と違 う 変 化 に 気 づ い た ら 、お 気 軽 に ご 相 談 く だ さい 。 日 々 の 小 さ な 心 が けが 、 あ な た の 心 臓 を 守 りま す 。
小 野

 史 朗

 副 院 長

あ ん の 循 環 器 ・ 総 合 ク リ ニ ッ クＴ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ ４

－

１ １ ５ １

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。

　
昨 年 な で し こ リ ー グ ２

部 へ の 昇 格 を 果 た し た レノ フ ァ レ デ ィ ー ス の 初 めて の 全 国 リ ー グ が 、 ３ 月
1 5日  （ 日 ）  に 開 幕 し ま す 。

　
今 年 の チ ー ム に は

3 1名

の 選 手 が 所 属 し 、 な で しこ ２ 部 に チ ー ム を 昇 格 させ た 赤 嶺 監 督 が 昨 年 に 引き 続 き 指 揮 を 執 り ま す 。　
そ し て 開 幕 戦 で は 、 バ

ニ ー ズ 群 馬 Ｆ Ｃ ホ ワ イ トス タ ー と 、 維 新 百 年 記 念公 園 ラ グ ビ ー ・ サ ッ カ ー場 で 激 突 し ま す 。 キ ッ クオ フ は 午 後 １ 時 。　
ぜ ひ 、 現 地 で の 後 押 し

と 、 今 年 も ト ッ プ チ ー ムと と も に レ デ ィ ー ス チ ーム へ の 熱 い 応 援 を お 願 いし ま す ！


